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※※掲載しているイベント・休館日などの情報は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況に応じて中止また
は変更になる場合があります。最新の情報は図書館ホームページをご確認ください※※

　

写
真
は
、
東
大
橋
原
遺
跡
で
表
面
採
集
さ
れ

た
大た

い
し
ゅ珠

で
す
。
大
珠
は
、
今
で
い
う
ペ
ン
ダ
ン

ト
の
よ
う
な
も
の
で
、
特
別
な
地
位
や
役
職
に

あ
っ
た
も
の
が
使
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。石
岡
市
で
は
ほ
か
に
弁
財
天
遺
跡(
染

谷
)
で
大
珠
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

東
大
橋
原
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
大
珠
の
原
材

料
は
ヒ
ス
イ
で
あ
り
、
そ
の
産
地
は
新
潟
県

糸い

と

い

が

わ

魚
川
市
域
に
限
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
東
大
橋
原
の
人
々
と
糸
魚
川
地
域
の
交
流

が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
遺
物
だ
け
で
も
、
他

地
域
と
の
交
流
の
様
子
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

現
在
ふ
る
さ
と
歴
史
館
で
は
、「
東
大
橋
原

遺
跡
-
石
岡
市
の
縄
文
時
代
-
」
と
題
し
、
東

大
橋
原
遺
跡
で
出
土
し
た
様
々
な
遺
物
か
ら
石

岡
市
の
縄
文
時
代
を
探
る
展
示
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

ふ
る
さ
と
歴
史
館
第
27
回
企
画
展

「
東
大
橋
原
遺
跡
-
石
岡
市
の
縄
文
時
代
-
」

期
間
／
４
月
３
日
日
ま
で

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館
(
総
社
１
-
２
-
10
)

休
館
日
／
月
曜
日
(
祝
日
の
場
合
は
翌
日
)

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
開

館
状
況
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
お
出
か
け
前
に
最
新

情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
▼

シリーズ 196

問文化振興課（支所）
℡43-1111（内線1456）

▶
東
大
橋
原
遺
跡
で
表
面
採
集
さ
れ
た
ヒ

ス
イ
の
大
珠

「大
た い し ゅ

珠からわかる
           他地域との交流」

【3月のおはなし会】

◆こども図書館
（午前 10時 30分～）
  5 日土 おはなし玉手箱
10日木 ひよこのおはなしかい
19日土 むかしむかしのおはなし会
（午後２時 30分～）
12日土 おはなしフレンズ

【3月の休館日】
7 日月・14日月・21日月祝・22日火・28日月・
31日木

おすすめ！新着本

ジュリア・ロスマン／著
カラフルな絵と手書き風の
文字で絵本のように読み進め
ることができます。また、と
ころどころにレシピも掲載さ
れているので、料理にもチャ
レンジできます。 

（大和書房）

いしかわこうじ／作・絵
　「まねきねこのおめんかぶっ
ているのだあれ？」お面をもっ
ている手やはみ出ている耳か
らだれがお面をかぶっている
か当ててみよう！みんなはど
のお面がかぶりたくなったか
な？         　　　　（偕成社）

FOOD ANATOMY食の解剖図鑑 おめんです３

イベント情報、資料検索・予約は図書館ＨＰで▶

「郷の本棚やさと図書館」は中央図
書館の利用者カードで利用できます。 
※中央公民館図書
室で使用していた
カードもそのまま
利用できます。 

４月１日
郷の本棚やさと図書館が開館します



第 36回

「石岡俚
り よ う

謡会」
俚謡は都

ど ど い つ

々逸とも言われています。石岡は江戸
時代に活躍した初代都

ど ど い つ

々逸坊
ぼう

扇
せ ん か

歌（以下、扇歌）
が晩年を過ごしたといわれるゆかりの地です。扇
歌は希

き た い

代の音楽家として三味線を弾きながら、独
特の節回しを巧みに操り、庶民に人気がありまし
た。しかし、幕政批判に及び江戸を追われ、姉の
嫁ぎ先の石岡へ来たそうです。国分寺には歌碑と
墓があり、風土記の丘にも歌碑があります。 
　石岡俚謡会では、七七七五の26文字の短詩型
文芸を作っています。作詞の材料としては、季節
の花や風景を詠んだり、孫

ま ご こ

子の情景・夫婦の愛情

などを表現したり、
恋などの願望だった
り、時事的なニュー
スを詠んだり。つやっ
ぽいことを詠む人も
いますが、お色気は
あくまで上品にサラリと詠むことになっています。
会では会員1人につき２つの作品を月報誌に

発表しています。また、月例会を毎月第２金曜日
に図書館で開催しています。 
問石岡俚謡会　℡ 090-4391-5434（助川）

俳
句

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

冬
の
虹
手
合
は
す
母
の
泣
き
ぼ
く
ろ

小
泉　

ち
よ
子(
東
光
台
)

初
暦
明
る
い
未
来
隠
れ
を
り

山
口　

美
津
子
(
総
社
)

歌
留
多
と
り
手
加
減
な
し
で
孫
に
勝
ち

四
日
市　

ゆ
み
子(
旭
台
)

駅
伝
の
実
況
い
つ
か
寝
正
月

若
色　

茂
(
山
崎
)

や
さ
と
俳
句
会

落
葉
踏
む
音
か
ろ
や
か
に
裾
の
道       

松
崎　

淑
子
(
細
谷
)

果
樹
の
里
抱
き
静
か
に
山
眠
る　
　
　
　

山
崎　

景
子
(
瓦
谷
)

元
日
や
明
け
て
心
の
一
ペ
ー
ジ

鈴
木　

邦
翆
(
下
林
)

筑
波
加
波
つ
な
ぐ
稜
線
初
が
す
み

石
田　

誠
一
郎
(
瓦
谷
)

川
柳

い
し
お
か
川
柳
会

離
婚
し
た
女
優
い
い
妻
演
じ
て
る　

  　
　

関　

き
み
子
(
柿
岡
)

似
顔
絵
を
見
た
ら
び
っ
く
り
皺
の
数　
　
　

醍
醐　

正
夫(
東
大
橋
)

新
生
活
今
い
る
こ
こ
が
分
岐
点

　

北
白
川　

令
(
石
岡
)

短
歌

石
岡
短
歌
同
好
会

西
村　

静
江
(
茨
城
)

大
き
窓
洗
え
ば
ア
ー
チ
の
く
っ
き
り
と
水
か
け
る
た
び
虹
色
帯
び
て

入
澤　

薫
(
石
岡
)

元
気
か
い
コ
ロ
ナ
鬱う

つ

で
す
。
お
願
い
で
す
。
澄
ん
だ
空
気
と
お
し
ゃ
べ
り
を
く
だ
さ
い
。

田
村　

満ま

さ佐
(
南
台
)

め
っ
た
に
は
今
は
見
ら
れ
ぬ
霜
柱
な
つ
か
し
く
踏
む
崩
れ
ゆ
く
音

俚
謡
(
都
々
逸
)

石
岡
俚
謡
会

坂
下　

蜻
蛉
(
国
府
)

赤
い
南
天　

つ
い
ば
み
な
が
ら　

鳥
は
唄
っ
て　

春
を
呼
ぶ

醍
醐　

正
夫
(
東
大
橋
)

初
の
日
の
出
が　

窓
辺
に
射
し
て　

色
も
輝
く　

シ
ク
ラ
メ
ン

若
色　

茂
(
山
崎
)

春
は
す
ぐ
そ
こ　

菜
の
花
だ
よ
り　

う
ち
の
初
孫　

立
ち
ま
し
た

田
村　

こ
ま
く
さ(
鹿
の
子
)

春
は
す
ご
い
ね　

草
木
も
人
も　

ほ
っ
こ
り
さ
せ
る
よ　

優
し
風

篠
原　

美
千
代
(
国
府
)

母
よ
元
気
で　

今
年
も
い
て
と　

昇
る
初
日
に　

手
を
合
わ
す

惣
野
代　

英
子
(
東
石
岡
)

初
の
賀
状
に　

嬉
し
い
便
り　

春
を
一
筆　

福
寿
草

香
倶
耶
姫
(
南
台
)

晴
れ
て
婚
礼　

長
年
待
っ
て　

嬉
し
恥
ず
か
し　

玉
の
輿

前
島　

く
に
子
(
貝
地
)

コ
ロ
ナ
負
け
ず
に　

新
年
迎
え　

家
族
そ
ろ
っ
て　

初
詣

小
川
野　

蛙
(
府
中
)

母
の
背
中
に　

冬
日
が
差
し
て　

こ
く
り
お
針
の　

手
が
止
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
岡　

元
義
(
大
塚
)

流
る
る
や
逢
瀬
な
ら
な
む
恋
瀬
川

佐
川　

裕
一
(
三
村
)

初
春
に
明
日
を
夢
み
て
歩
み
な
り

羽
生　

好
之
(
三
村
)

豊ほ
う
さ
く作

の
の
ろ
し
の
ご
と
し
す
く
ぼ
や
き

羽
生　

俊
(
柴
内
)

足
腰
の
痛
む
正
月
九
十
四
歳
句
を
書
く
事
の
生
き
る
力
を
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投
稿
作
品


